
「『読書へのアニマシオン』とは何ですか？  やってみてください」

校長 藤田 賢一郎 
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社会が、生産人口の減少、グローバル化の進展

や技術革新等によって加速度的に変化している

中、学校教育も大きく変わってきています。 

教育実習生を迎えるにあたり、５月の全校朝会で

は、生徒に、今、求められる資質や能力について考

えてほしいと、次のように語りかけました。  

突然ですが、皆さんに課題を出します。 

「『読書へのアニマシオン』とは何ですか？説明し

てください。また、実際にやってみてください。」  

説明できる人はいますか？ 

アニマシオンは魂を元気にするという意味で、

「読書へのアニマシオン」とは、子供が読書をゲーム

として楽しみながら、読解力や表現力等を高める活

動です。例えば、「これ、誰のもの」は、読み聞かせ

後に登場人物の持ち物等をクイズ形式で出題し、

集中して読んだり、話し合って問題解決したりする

力を高めます。スペインで始まりましたが、日本でも

広がってきています。「やったことがある」という人も

多いことでしょう。 

説明するには、『読書へのアニマシオン』とは何

か、今話したような知識が必要です。このような知識

や技能の習得は重要ですから、皆さんは各教科で

学習した知識や技能を、テストで「そのことを知って

いるか」「できるか」と問われてきました。 

実際にやってみることはどうでしょうか。 

「班で本を選んでアニマシオンを考え、板倉小学

校、豊原小学校に読み聞かせ訪問をして、読書大

好き児童を増やしましょう」という課題には、どう取り

組みますか？例えば、図書館で一人一冊ずつ本を

選び、班の中で模擬的にアニマシオンをやってみ

ますか？どのようなアニマシオンができそうです

か？役割分担は、どのようにしますか？ 

この「やってみる」課題の解決には、知識や技能

を習得だけで終わらすことなく、それらを活用する資

質・能力が不可欠です。さらに、知識や技能に基づ

いて自分の考えをもち、仲間と多様な考えを調整し

ながら新しい解決方法を共に創り上げていくこと、

解決に向けて協働することが必要になります。 

そして、こうした資質・能力は学生の間だけでは

なく、社会の変化に対応できるように生涯にわたっ

て更新し続けなければなりません。「生きるために学

び続ける」というツールがなければ生きていけない、

そんな社会がもう始まっています。 

人間には知恵があります。知恵は、物事の道理を

判断し処理していく心の動きです。知恵は、他の動

物ほど本能を当てにできなかった人間が、学習を繰

り返して生存してきた証拠だそうです。 

現在、知恵は AIに勝る人間の強みだと言われて

います。また、人間の本能の一つである、仲間とい

ると安心できることも人間の強みで、サバイバルとい

われるような厳しい状況でも、絶望を防ぐ他者の存

在が生存率を飛躍的に高めるのだそうです。 

学校での学習は、知恵を使って仲間と生きるトレ

ーニングです。皆さんは、コロナ禍や災害に、人類

が知恵を使って仲間と共に立ち向かっている状況

を目の当たりにしてきています。また、皆さん自身

も、仲間とともにコロナウイルスに屈することなく、頼

もしく楽しく学校生活を過ごしています。すばらしい

ことです。 

時代の変化とともに、身に付けるべき知恵、資質・

能力も変わり、学習方法も変化しています。テスト

も、実際に課題をやるパフォーマンステストが増えて

きています。「そういえば、今年度の教科書や授業

はずいぶん変わったな」と気付いていた人もたくさん

いますね。今後、さらに変化は急速に進むことでしょ

う。 

教育実習が始まります。実習生の皆さんは、大学

で、今私が話したような新しい学びについて研究し

ています。きっと、実習生の皆さんと生徒の皆さん

が、互いに多くのことを学び合う、充実した期間とな

ることでしょう。とても楽しみですね。 

全校生徒がやる気に満ちた表情で、話に聞き入

っていました。 

社会の変化や新しい環境に子供たちは適応でき

るだろうかと大人は心配しがちですが、思うよりもず

っとたくましく、柔軟に対応できることを、板中生は示

してくれています。 

私たち教職員も、生徒のよさや可能性に大いに

期待しながら、授業改善や新たな活動に挑みます。

ご支援を、どうぞよろしくお願いいたします。 

tel:78-2013


４月 28 日（水）の５，６限に、部活動結団式を行いました。今年は、例年になく大変多くの保護者

の皆様から参観希望をいただきました。ありがとうございます。感染拡大防止の観点から密を避けるた

め、やむなく部活動の集大成の時期を迎える３年生の保護者のみの参観に限定させていただきました。

生徒の頑張っている様子を紙面からですがお伝えいたします。皆様からの温かい応援を、これからもよ

ろしくお願いいたします。 

生活文化部 

部長会長挨拶 ３年 ＭＴ 

 この結団式から、本格的に板倉中学校の部活動が動き出します。フレッシュな１年生を迎え、２、

３年生も張り切っていると思います。 

 １年生の皆さんにお願いです。２，３年生は１年生に部活動や競技について教えながら、自身も選

手としてベストを尽くさなければなりません。ぜひ、先輩の指示を聞きながら、きびきびと素早く行

動をしてください。みなさんの元気なあいさつを見て、とても期待しています。 

そして、２，３年生は、１年生のお手本になりましょう。口だけではなく、姿勢や行動でよい手本

が示せるようになりましょう。そうすれば、絶対に１年生はついてきてくれます。 

日々の練習に真剣に取り組み、全ての部活動で支え合って、板倉中学校を盛り上げていきましょう。 

今、部活動結団式に参加して、僕たちに大きな拍手を送ってくれた全校生徒のみなさん。部活動に

入っている人も入っていない人も、全員が声援を送ってくれました。声には出せなくても、応援して

くれている気持ちが届きました。みなさんの応援は、僕たちの力になります。試合でつらくなり、負

けそうな気持になった時に、みなさんの応援を思い出すと、力がわいてきます。よい報告ができるよ

う、僕たちも全力で競技します。 

保護者の皆様、僕たちを支えてください。 

僕たちは、一生懸命、部活動に取り組めば取り組むほど、嬉しいこと、辛いこと、時には涙を流す

こともあると思います。そんな時、保護者の皆さんが、一番、間近で僕たちの苦しみや喜びを分かち

合ってくれると信じています。僕たちは全力で頑張ります。ご声援をよろしくお願いします。 

みんな！ 誰からも応援される選手、力を与えることのできる応援者になりましょう！ 

バレーボール部 バドミントン部 陸上競技部

応援団のリードによる全校応援 生活文化部 

今回は、応

援団長・副

団長のリー

ドで、拍手

での応援を

行いました 

闘志を燃やせ！ 部活動結団式 



        

「身近な戦争と平和」プレゼンテーション Grand Prix 大会 
ファイナル進出者１２名、堂々の発表。

3 年生 総合的な学習の時間 

 ３年生が、昨年度（２年生）の夏休みから取り組んでいる総合的な学習の時間の探究テーマが「戦

争と平和」です。２年生２学期に「戦争と平和」のテーマで班ごとに発表をし、３学期には「身近な

戦争と平和」とテーマを改め、全員がクラスで発表をしました。そして今年度の最初、セミ・ファイ

ナル大会を行い、そして今回、ゴールデン・ウィーク明けの５月１１日に Grand Prix（グランプリ）

大会を実施しました。 

  Grand Prix 大会には１２名＋１組が出場し、甲乙つけがたい、素晴らしいプレゼンテーションを 

行いました。進出が決定してから、進出を決めた生徒は昼休みや放課後、休日にも学校を訪れ、自分 

のプレゼンテーションを練り上げてきました。その発表を聴き、また、感想発表や質疑応答で、たく 

さんのことを考え、学ぶことができました。「私たちが後世に伝える。」「そのためには知らなければ 

ならない。考え続けなければならない。」そんな決意を感想で聞くことができました。 

＜決勝進出者紹介＞      ＜Grand Prix獲得！＞      ＜準 grand prix！＞ 

【感想 抜粋】 

〇前回よりもみんなの発表がパワーアップしてとても聞きやすかった。もっと戦争のことを深くまで 

考えることができた。自分が考えたことも、もっと深くまで考えてみたくなった。 

〇平和について今までよりも深く考え、もっともっと深く戦争について知れた。戦争についてこれか 

らも学び続けることが大切なんだと感じた。 

〇今回作ったパワーポイントのデータを大事にしまいました。何年間封印されるかわからないけど、  

いつ戦争の情報が途絶えるかわからないから、必要な時は僕がその情報を提供したい。戦争はもう 

二度と起こさない。 

卓球部 野球部 吹奏楽部 



～smile，cheerful～

咲き誇れ、30人の笑顔 

突き進め１－２ 

【1 年生】 

【２年生】 

【３年生】 

１組 

・どんな人とも協力して日々を過ごす。
・どんなことでもあきらめず、努力している姿を
見せる。学習面でも努力！

・今年度はすべてが「最後の〇〇」。どんなこと
にも全力で！

☆これら３つの「力」で、前に進んでいく。

２組 

「飛べ！」は「卒業」と「巣立つ鳥」をイメージ

している。鳥は群れで、先頭を代わりながら飛ぶ。

自分たちには無限の未来があり、どこまでも協力

して進んでいく。そういうクラスを目指したい。 

３組 

（生徒の思い：クラスが１つにまとまって頑張れ

る。全員で同じ目標や行事に向かって一つにな

る。）＋（担任の思い：自分のため、仲間のため

に頑張れるクラス） ＝ それが One Team! 

学級目標決まりました！！

どんな苦労も頑張って乗り越えれば、そのあと

には晴ればれとした世界が広がっている。そん

な 1 年に、29 人一人一人の笑顔と明るさで作

っていきます。 

30 人の笑顔が花のように咲き誇り、30 人全員

が安心して学校生活を送ることのできる学級

になれば、どんな困難にも突き進んでいける

と思い、この目標にしました。 

この目標はアンパンマンのように明るく元気

で、人を助けられるようなクラスにするという

思いを込めて作りました。この目標を達成する

ために「ここまで」という限界を決めずに諦めな

いで頑張っていきます。そして、最終的に「達成

できた」と言えるような 1 年にします。 

仲間を大切にして助けあう気持ちを忘れない。

困ったときには気軽にそこにいる仲間に助けを

求められる関係。もちろんそこには手を差し伸

べる人がいる。そして、この仲間みんなで喜び笑

いあえる最高のクラスになるために、この目標

にしました。 



 

板倉中学校の卒業生の方から、朝日新聞出版『絵巻で楽しむ源氏物  

語五十四帖』全６０巻を寄贈いただきました。「中学生には少し難しい 

かもしれませんが、今、手に取って触れるだけでも、脳裏に残り、将来再読し 

たくなるかもしれません。」「日本人の心が隠れている多くの古典作品に親 

しんでください。」というメッセージもいただきました。 

いただいた雑誌は、現在、図書委員会で展示計画を立てています。先日、図書副委員長のＴＡさん

が、委員会を代表して、源氏物語や源氏物語絵巻について紹介しました。 

紹介後、雑誌を手に取って、登場人物の 

相関図や美しい絵巻を興味深く眺めている 

３年生の姿がありました。 

  図書委員長のＳＲさんによると、今 

後、図書室に閲覧コーナーを作ったり、各 

学年の廊下に展示したりする予定だそうで 

す。ぜひたくさんの生徒の皆さんに、手に取ってほしいと思います。 

寄贈いただいた卒業生の方のお名前は、ご本人のご希望により、伏せさせていただきます。 

雑誌と一緒にいただいたメッセージは、次のように締めくくられています。 

「みなさんの頑張りと たくましい挑戦を祈り 期待をしています」 

板中生の学びを応援していただき、ありがとうございます。 

教育実習生 吉田朱理 
(平成 24年度卒) 

 現在板倉中学校で教育実習を行っている吉田実習生が中学校時代の思い出を語ります。 

源氏物語、源氏物語絵巻を紹介する 

図書(全 60 巻)を寄贈いただきました 

豊かな自然に囲まれた板倉中学校で過ごした記憶が昨日のことのように 

蘇ります。それほど忘れられない中学校生活でした。爽やかな挨拶で迎え 

る朝、授業や部活に懸命に取り組む板中生の姿は、あの頃と変わりません。 

むしろパワーアップしたように感じます。在校生が板中をよりよい学校へ 

と導いている姿を見ることができて、とても嬉しく思いました。これから 

も様々な変化に適応しながら、一人一人が主体的に活動して更なる発展を 

遂げていくと信じています。 

 最後に、母校での教育実習という貴重な機会をくださいました板倉中学 

校に関わる皆様に心から感謝いたします。残された時間を生徒の皆さんの 

気持ちに寄り添う姿勢で頑張りますので、どうぞよろしくお願いいたしま 

す。  



第 50回柏崎陸上競技選手権大会 

第 88回上越陸上競技選手権大会 

男子 100ｍ １位 ３年 ＭＴ 女子 800ｍ １位 ３年 ＳＲ 

女子 1500ｍ １位 ３年 ＳＲ 男子走高跳 ３位 ２年 ＳＲ 

男子 1500ｍ ５位 ３年 ＯＫ 男子 3000ｍ ６位 ３年 ＯＫ 

女子走幅跳 ７位 ３年 ＫＭ 

男子 4×100ｍＲ ３位 ＳＲ（２年）・ＭＪ（２年）・ＮＴ（３年）・ＭＴ（３年） 

女子 4×100ｍＲ ７位 ＨＲ（３年）・ＫＭ（３年）・ＭＭ（３年）・ＦＩ（２年） 

第８回平丸クラブオープン卓球大会 

 中学３年男子の部 優勝 ＨＤ  中学３年女子の部 準優勝 ＦＫ 

中学２年生以下の部男子 優勝 ＭＳ  

中学２年生以下の部女子 ３位 ＭＭ 

中学男子団体 ２位 板倉中Ａ（３年ＨＤ・ＩＲ・ＮＲ） 

 中学女子団体 ２位 板倉中Ａ（３年ＦＫ・ＡＭ ２年ＭＭ） 

１日（火）３年生高校説明会・学校運営協議会  １６日（水）地区卓球大会１日目 

 ３日（木）～１０日（木）テスト前部活動停止  ２１日（月）地区各種大会１日目（バレー・野球）

３日（木）学びの日・４日（金）質問教室  ２４日（木）歯科検診  

  ９日（水）・１０日（木）第１回定期テスト  ２５日（金）・２６日（土）地区各種大会 

１４日（月）地区大会壮行式 （バレー・野球・卓球 ※バドミントンは２６日のみ） 

１５日（火）・１６日（水）地区陸上大会 ３０日（水）１年生歯肉炎予防教室 

 

男子 100ｍ ２位 ３年 ＭＴ 男子 1500ｍ ２位 ３年 ＯＫ 

女子走幅跳 ２位 ３年 ＫＭ 男子 110ｍＨ ６位 ２年 ＮＨ 

女子 1500ｍ ７位 ３年 ＳＲ 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況を踏まえ、地区大会は、種目ごとに感染予防策が立てら

れています。大会参加生徒や大会の参観制限等について、各顧問よりお知らせいたします。ご理解と

ご協力をお願いいたします。 




